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研究要旨 

日本循環器学会で標準出力フォーマット（Standard Export data forMAT：SEAMA
T）を定めることにより、厚労省標準保存形式であるSS-MIX2の拡張ストレージに循環
器特有の検査結果を転送し、データを2次活用するための基盤を整備した。本年度はさら
なる項目整備のため、SEAMAT研究会を設立、日本循環器学会の他、日本医療情報学会、
日本心不全学会、日本不整脈心電学会、心エコー図学会、日本心血管インターベンショ
ン治療学会、日本核医学会が参加し、改訂作業を行った。また、SS-MIX2 agentを各施
設のサーバーに設置することにより、SS-MIX2経由の循環器データが処方や検査値とと
もに抽出されることを確かめた。今後、対応施設の拡大とデータの検証作業を行う。 

 
 
Ａ．研究目的 

MID-NETの本格運用をはじめ、厚生労働省電子
的診療情報交換推進事業に基づいたStandardized
 Structured Medical Information eXchange ve
rsion 2 (SS-MIX2)ストレージ形式を用いたデー
タ活用が始まっている。しかしながら、利用され
ているデータのほとんどはSS-MIX2の標準化スト
レージであり、病名や検査値、処方などが該当す
る。我々は、循環器疾患の診断・治療に特有の検
査および治療データの活用をもとに、SS-MIX2拡
張ストレージへデータを出力するための標準フォ
ーマットStandard Export datA forMAT（SEA
MAT）を日本循環器学会やIHEの協力の下2015年
度に定めた。実際にSEAMAT仕様を搭載した生理
検査システムも販売され始めているが、臨床医や
医療情報専門家として、これらの項目の妥当性や
各施設から出力されるデータの抽出作業の容易さ
について検討を行う必要がある。 
 
Ｂ．研究方法 

本研究対象施設である国立循環器病センター、
東京大学、東北大学、九州大学、自治医大におけ
る生理検査システムや心臓カテーテル検査レポー
トシステムからSEAMATによるデータ出力を行う。
実現するための手段として、①SEAMAT対応のシ
ステムからの出力、②各システムからデータをcsv
やxml形式で出力し、SEAMAT形式に変換してSS
－MIX2に出力することが挙げられる。東北大、九
州大、自治医大、東大でそれぞれの施設からデー
タ出力を行う。またSS-MIX2からSS-MIX2agent
という製品を用いてデータ抽出も試みる。 
 
 

（倫理面への配慮） 
実名情報をストレージで扱う範囲ではそれぞれ

の施設の院内ルールに従う。ストレージからの情
報共有に関しては、本研究に関するそれぞれの施
設の倫理委員会の裁定に遵守し、とりわけ個人情
報の保護の観点からその取扱いには十分に配慮を
行う。 

 
Ｃ．研究結果 
 csvファイルからのデータを転送するプログラム
とともにxmlからの対応も可能とした。SEAMAT
の項目に関しては、心エコー図学会より改訂の申
し入れがあり、現在改訂作業中である。 
平成29年度、SS-MIX2 agentにより、各施設か

ら心電図や心臓超音波、心臓カテーテル検査結果
などともに、病名、処方、採血結果なども抽出さ
れることを確認した。 
 
Ｄ．考察 
ビッグデータ時代とはいえ、必要なデータは各

施設の中にあり、実はそれらが十分に活用されて
いない。本事業は、循環器疾患を研究することに
おいて必須のデータを収集、活用するための必要
基盤である。 
今後、リアルワールドデータとして、電子カル

テすなわちSS-MIX2ストレージ内の情報を用いる
ことが主流となっていくことが予想されるが、MI
D-NETを始めとして、標準化ストレージのみのデ
ータ収集ではすぐに限界に直面するであろう、ま
た画像解析においても、患者基本および診療情報
の蓄積が必須であることも早晩理解されると思う。
我々の目指すところは現場医師の手入力によるデ
ータ転送で無く、数多あるデータのシステマチッ
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クな活用である。 
今後も日本循環器学会のIT/DB委員会を中心に

各関連学会のコンセンサスをとりなから実装を進
めていき、国際間でのデータ交換規約へと発展さ
せたい。 
 
Ｅ．結論 

各循環器関連学会、医学情報専門家、ベンダー
の協力の下、循環器領域のデータを効率的に収集、
２次活用するためにSEAMATに準拠したデータ収
集の基盤を整備しているする。今後他施設へ展開
させていく。 
 
Ｇ．研究発表 

1.  論文発表  なし 
2. 学会発表 

（１） Informatics for Health 2017(2017年4月)Po
ster 
『Release of the Standard Export Data F
ormat by the Japanese Circulation Societ
y for Standardized Structured Medical In
formation eXchange Extended Storage』M
asaharu Nakayama. 

（２） 第53回日本小児循環器学会総会・学術集会（2
017年7月）教育シンポジウム 
『循環器領域におけるビックデータ活用の道
標：SS-MIXや日本循環器学会出力標準フォー
マット（SEAMAT）について』中山雅晴 

（３） 第37回日本医療情報学連合大会(2017年11月)
共同企画シンポジウム 
『循環器領域におけるビッグデータ活用の現
在』中山雅晴 

（４） 第37回日本医療情報学連合大会(2017年11月)
 一般口演 
『SS-MIX2拡張ストレージの充実に向けた取
り組み - 日本循環器学会出力標準フォーマッ
ト（SEAMAT）について -』中山雅晴、竹花
一哉、 興梠貴英、IHE-J循環器 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得    なし 
2. 実用新案登録  なし 
3. その他     なし 
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